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理は難しく頻回の外来受診が必要となる。本研究は、（研究 1）小児 MPAVVR 後患者で、コアグチ
ェック®を用いた在宅プロトロンビン時間国際比（PT-INR）管理が、安全に外来受診回数を減少さ
せ得るか、（研究 2）コアグチェックと検査室の PT-INR の関係が症例によって異なるか、を検討
した。 
【方法】（研究 1）MPAVVR を受け 2 年以上経過し、ワルファリン投与中に在宅 PT-INR 管理を行っ
た小児患者 4例(僧帽弁置換 3例、フォンタンの三尖弁置換 1例)を対象とした。在宅 PT-INR 管理
開始前後 1年の、外来受診回数、PT-INR 測定回数を調べた。（研究 2）コアグチェックと検査室測
定の PT-INR の関係に個人差があるかを、同時測定を複数回施行した症例を抽出し、Bland-Altman
分析により視覚的に検討した。 
結果：（研究 1）期間中、大出血や血栓塞栓症は発生しなかった。開始前 1年に対する開始後 1年
の外来受診回数の割合は、全患者で減少した(0.30-0.66)。開始後 1 年間の、全 PT-INR 測定回数
に占める在宅測定回数の割合は 0.55 から 0.64 で、在宅 PT-INR 管理により外来受診回数がおよ
そ半減できたことが示唆された。（研究 2）コアグチェックと検査室測定の間の患者毎のプロット
には、明らかな個人差が存在した。 
【結論】 小児の MPAVVR 後の症例で、コアグチェックを用いた在宅 PT-INR 管理は、安全性やワル
ファリン管理の適切性を損なうことなく、外来受診回数を減少させた。コアグチェックと検査室
測定の PT-INR 値の関連には個人差が存在し、大きく乖離する症例もあるため、症例毎に両者の相
関を確認したうえでコアグチェック による PT-INR 測定値を解釈することが重要と考えられた。 
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